
平成１９年度（第３６回）

札幌芸術賞

小原　道城
こはら　どうじょう

【受賞功績の紹介】

昭和 38年から道内の高校や大学で教員を勤めた後、中国の大学

にも客員教授として招かれるなど教育者として活躍し、また、

様々な活動を通して、書道教育の発展、人材育成に力を注いで

きた。

作品の発表についても非常に精力的で、現在まで 12回の個展を

開く。道内はもとより中国の長春や瀋陽でも個展の実績を持ち 、

中国でも非常に高い評価を得ている。その活動の場は世界各国

にわたり、日本の現代書道を海外に向けて発信し続けており、

本市の文化芸術の振興に多大な貢献をされている。

【受賞者の主な経歴】 （受賞時点の内容です）

昭和３８(1963)年　　北海道学芸大学札幌分校美術科（書道専攻）卒業 

昭和４６(1971)年　　第 13回北海道書道展で準大賞受賞 

昭和５０(1975)年　　第 2回小原道城書個展（札幌大丸藤井画廊） 

昭和５６(1981)年　　有限会社日本書道評論社代表となる 

平成　２(1990)年　　第 20回記念全道書道展で文部大臣奨励賞受賞 

平成　５(1993)年　　中国の長春市で初の海外書個展 

  中国吉林藝術学院客員教授となる 

平成　６(1994)年　　第 4回小原道城書個展（札幌大丸藤井セントラル） 

  中国東北師範大学客員教授となる 

平成　７(1995)年　　札幌市民文化奨励賞受賞 

平成１２(2000)年　　北海道文化奨励賞受賞 

平成１５(2003)年　　“書画一如の世界”小原道城書作展（東京銀座画廊美術館） 

平成１６(2004)年　　“書一筋 50年”小原道城書の世界展（札幌市民ギャラリー） 

平成１８(2006)年　　中国瀋陽市人民対外友好協会より栄誉表彰を、中国瀋陽市書法家

協会より功労表彰を受ける 

現　　　　　　在　 日本書道評論社・北海道書道協会　役員


